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(57)【要約】
　主防御層（１２）を形成する、一様な配列で、堅く密
に詰め込まれた実質的に縦長の層部材（１４）からなる
弾道防御レドーム（１０）。層部材（１４）は連続した
間隙（１８）が主防御層（１２）内に形成されるように
、相互に間隔を空け電気的に絶縁されている。層部材（
１４）はセラミック、合金、ナノ粒子セラミック、ナノ
粒子合金のような、機械的エネルギーを吸収する高張力
の材料で作られている。層部材の表面は、任意の数表皮
深さの厚さをもつ高導電性材料の層をめっきすることに
より、導電性である。任意の誘電体層（１６）はレドー
ムの弾道性能を上げ、インピーダンス整合を与えるため
、主防御層の少なくとも一つの界面に取り付けられてい
る。レドームの使用周波数を調整する方法が同一主軸を
有する層部材の対（１２Ａ～１２Ｃ）の層部材をグルー
プ化することにより与えられる。任意の導電性表面を持
つ円板（２６Ｄ～２６Ｆ）が対をなす層部材の間の間隙
に挿入される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に縦長の層部材の主軸が主防御層に垂直で、一様な前記主防御層を形成する実質
的に縦長の前記層部材の少なくとも一つの密に堅く詰め込まれた配列を配置し、前記層部
材は相互に離れて前記配列内に連続した間隙を形成し、前記層部材の少なくとも表面部分
は高導電率を有し、前記層部材は相互に電気的に絶縁されている、マイクロ波およびミリ
波のアンテナに防御物を与える方法。
【請求項２】
　ｗを前記主防御層の幅、ｎを整数、λｇを前記連続した間隙を伝播する電波の波長とす
るとき、前記主防御層の幅は式：ｗ＝（２ｎ－１）λｇ／２により与えられる共振条件に
厳密に従う請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　さらに前記層部材は誘電体材料でコーティングされてなる請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　さらに前記部材を少なくとも一つの誘電体母材に浸漬してなる請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　さらに誘電体層を前記主防御層の少なくとも一つの表面に取り付け、前記誘電体層の幅
は誘電体層を伝播する電波の半波長を越えない請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記実質的に縦長の層部材はさらに前記主防御層内で対をなし、対をなす一方の部材と
対をなす他方の部材は主軸が同一線上にあり、各対において層部材は予め決められた間隔
だけ離れて在る請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　さらに前記の予め決められた間隔内に導電性表面を有する円板を設置することからなる
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記の円板は前記の対をなす層部材の少なくとも一つと電気的に絶縁されている請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　さらに次の項目：対をなす層部材間の前記間隔の幅、前記円板の半径、前記円板の高さ
、からなる群から選ばれた少なくとも一項目の値を変えることにより、前記主防御層の使
用周波数を調整することからなる請求項６～８のいずれか一に記載の方法。
【請求項１０】
　主防御層は堅く詰め込まれた配列を形成した複数の実質的に縦長の部材からなり、前記
実質的に縦長の部材の主軸は前記主防御層の表面に垂直であり、前記部材は互いに離れ電
気的に絶縁されて前記配列中に連続した間隙を形成し、前記層部材の少なくとも一部は高
導電率の表面を有し、前記主防御層の幅は、ｗを前記主防御層の幅、ｎを整数、λｇを前
記連続した間隙を伝播する電波の波長とするとき、式：ｗ＝（２ｎ－１）λｇ／２により
与えられる共振条件に厳密に従う、少なくとも一つの前記主防御層からなる、マイクロ波
およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドーム。
【請求項１１】
　さらに前記主防御層の少なくとも一つの表面に取り付けられた誘電体層からなる請求項
１０に記載のレドーム。
【請求項１２】
　前記誘電体層はＫｅｖｌａｒ（登録商標）と高密度ポリエチレンとからなる群から選ば
れた材料により構成される請求項１１に記載のレドーム。
【請求項１３】
　前記層部材は発射物に耐えることに適応する、機械的エネルギーを吸収する高張力材料
で作られた請求項１０に記載のレドーム。
【請求項１４】
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　前記層部材はセラミック、合金、ナノ粒子セラミック、ナノ粒子合金からなる群から選
ばれた材料で作られた請求項１０に記載のレドーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般にマイクロ波およびミリ波のアンテナの防御に関し、特に透明な防御レド
ームに関する。本発明はまた感知装置を発射物また他の弾道破片から防御する装甲板に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　レドーム製造者はマイクロ波アンテナの弾道防御を得るため、耐衝撃性ラミネートをし
ばしば用いる。典型的にはアラミド繊維（Ｋｅｖｌａｒ；登録商標）とポリエチレン繊維
（Ｓｐｅｃｔｒａ；登録商標、ＨＤＰＥ）とからなるラミネートが利用される。国際出願
番号ＷＯ０３／０３１９０１は耐弾道衝撃性レドームの設計に使用可能なナノデニール繊
維織布を開示している。ハニカムや固体発泡コアの構造層と結合した耐衝撃性ラミネート
ないし織布は、特定の周波数バンドに適合した本質的にほぼ透明なレドームを形成できる
。米国特許番号５，１８２，１５５はＳｐｅｃｔｒａ（登録商標）と誘電体ハニカムの交
互層に基づく複合レドーム構造を開示している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　米国特許番号４，５７０，１６６は孔を開けた金属壁からなるレドーム構造を開示して
おり、各孔には誘電体のプラグが詰められ、改良された弾道防御が得られる。一個の孔に
より形成される導波管がカットオフ周波数を超えるように、開口が十分大きいならば、電
磁波は厚い金属板の孔を通して伝播する。このような金属板は耐弾道鋼により作られ、プ
ラグは耐弾道セラミック材料（例えば窒化シリコン）で作られ、一緒に低いマイクロ波損
失特性を与える。この手段に関わる主な欠点は過度の重さをもたらす鋼構造の高い比重で
ある。
【０００４】
　従来技術において知られた他の手段は均質なセラミックレドームからなる。このような
レドームは一般に高速ミサイルのような高温用途に用いられる。しかしこのようなレドー
ムの適切な製造はかなり高価になる。耐衝撃性セラミック材料は通常非常に硬いので、レ
ドームの機械加工が困難である。さらにこのようなセラミック材料の正接損失は焼成プロ
セスの細目に敏感なため、プロセスパラメーターはレドームの全体について注意深く制御
されなければならない。
【０００５】
　適当な誘電体母体に埋め込まれた小型セラミックユニットの高密度配列が、効果的な弾
道シールドとして役立つことは良く知られている。米国特許番号６，１１２，６３５は固
体化した物質により互いに結合され、きつく詰め込まれた互いに接するセラミック円柱の
単層からなる複合装甲板を開示している。ヨーロッパ特許公開公報番号１，３６３，１０
１は非セラミック物質により互いに結合され、互いに非接触のセラミックユニットの配列
からなる弾道防御を開示している。しかし米国特許番号６，１１２，６３５とヨーロッパ
特許公開公報番号１，３６３，１０１の両特許はアンテナレドームと関係がないため、マ
イクロ波ないしミリ波には応用できない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、実質的に縦長の
層部材の主軸が主防御層に垂直で、一様な前記主防御層を形成する実質的に縦長の前記層
部材の少なくとも一つの密に堅く詰め込まれた配列を配置し、前記層部材は相互に離れて
前記配列内に連続した間隙を形成し、前記層部材の少なくとも表面部分は高導電率を有し
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、前記層部材は相互に電気的に絶縁されている、マイクロ波およびミリ波のアンテナに防
御物を与える方法である。
【０００７】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、ｗを前記主防御
層の幅、ｎを整数、λｇを前記連続した間隙を伝播する電波の波長とするとき、前記主防
御層の幅は式：ｗ＝（２ｎ－１）λｇ／２により与えられる共振条件に厳密に従う方法で
ある。
【０００８】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、さらに前記層部
材は誘電体材料でコーティングされてなる方法である。
【０００９】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、さらに前記部材
を少なくとも一つの誘電体母材に浸漬してなる方法である。
【００１０】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、さらに誘電体層
を前記主防御層の少なくとも一つの表面に取り付け、前記誘電体層の幅は誘電体層を伝播
する電波の半波長を越えない方法である。
【００１１】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、前記実質的に縦
長の層部材はさらに前記主防御層内で対をなし、対をなす一方の部材と対をなす他方の部
材は主軸が同一線上にあり、各対において層部材は予め決められた間隔だけ離れて在る方
法である。
【００１２】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、さらに前記の予
め決められた間隔内に導電性表面を有する円板を設置することからなる方法である。
【００１３】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、前記の円板は前
記の対をなす層部材の少なくとも一つと電気的に絶縁されている方法である。
【００１４】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与える方法は、さらに次の項目
：対をなす層部材間の前記間隔の幅、前記円板の半径、前記円板の高さ、からなる群から
選ばれた少なくとも一項目の値を変えることにより、前記主防御層の使用周波数を調整す
ることからなる方法である。
【００１５】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドームは、主防御層は
堅く詰め込まれた配列を形成した複数の実質的に縦長の部材からなり、前記実質的に縦長
の部材の主軸は前記主防御層の表面に垂直であり、前記部材は互いに離れ電気的に絶縁さ
れて前記配列中に連続した間隙を形成し、前記層部材の少なくとも一部は高導電率の表面
を有し、前記主防御層の幅は、ｗを前記主防御層の幅、ｎを整数、λｇを前記連続した間
隙を伝播する電波の波長とするとき、式：ｗ＝（２ｎ－１）λｇ／２により与えられる共
振条件に厳密に従う、少なくとも一つの前記主防御層からなる、マイクロ波およびミリ波
のアンテナに防御物を与えるレドームである。
【００１６】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドームは、さらに前記
主防御層の少なくとも一つの表面に取り付けられた誘電体層からなるレドームである。
【００１７】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドームは、前記誘電体
層はＫｅｖｌａｒ（登録商標）と高密度ポリエチレンとからなる群から選ばれた材料によ
り構成されるレドームである。
【００１８】
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　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドームは、前記層部材
は発射物に耐えることに適応する、機械的エネルギーを吸収する高張力材料で作られたレ
ドームである。
【００１９】
　本発明のマイクロ波およびミリ波のアンテナに防御物を与えるレドームは、前記層部材
はセラミック、合金、ナノ粒子セラミック、ナノ粒子合金からなる群から選ばれた材料で
作られたレドームである
【発明の効果】
【００２０】
　Ｃバンドを越える周波数において、単層の主防御層のレドームは十分な弾道防御を与え
ないおそれがある。本発明は必要な弾道防御を、より大きいｎ値（ｎ＞１）に対する共振
式ｈ＝（２ｎ－１）λｇ／２と一致した層部材によって実現することを可能にする。しか
しより高い共振（ｎ＞１）に関連する周波数バンド幅は主共振（ｎ＝１）のバンド幅より
狭い。その代わりとして本発明は広い周波数バンド幅を維持しながらより高いレベルの弾
道防御を実現するため、適当な誘電体スペーサーをもつ複合的な主防御層を可能にする。
誘電体スペーサーの幅は連続した間隙を伝播する電波の半波長より大きくない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
（本発明の詳細な記載）
　図１、２に初めて符号を付されて、本発明の好適な実施態様によるレドームの防壁の一
部分の等角図と前面断面図がそれぞれ示される。簡単にするため、以後特に明記した場合
を除き、異なる図の同じ部分には同じ番号が付けられる。図１に主防御層１２と、主防御
層の両面に取り付けられた二層の誘電体層１６とからなるレドームの防壁１０の一部分が
示される。主防御層１２は、相互に隙間をあけて緊密に詰め込まれた円柱形の層部材１４
からなる。図２に見られるように層部材１４は全ての層部材を一緒に保持する誘電体母体
中に埋め込まれ、三角格子２０の周期的配列を形成している。
【００２２】
　誘電体層１６は典型的にはＫｅｖｌａｒ（登録商標）またはポリエチレン（ＨＤＰＥ）
からなり、弾道危険物に面する主防御層の正面および主防御層の背面に取り付けられる。
誘電体層は任意であるが、レドームの弾道性能を改良し、破片を阻止し、レドームを周波
数の最大バンド幅に適合させることができる。
【００２３】
　層部材１４は、アンテナを防御するのに適切な機械的引張り強度を持つどのような材料
でも作られる。本発明によると、アンテナのための弾道防御は、規定の質量と速度の発射
体に耐えるように設計されたナノ粒子材料、セラミック、合金のような硬い材料からなる
層部材により実現できる。これらの材料の多くは誘電または導電の損失により、マイクロ
波ないしミリ波への適用には適していない。このためこのような層部材は高導電材料でめ
っきされる。導電層の厚さは、これらの電波周波数での導電損失を減らすため、表皮深さ
の２倍以上である。このため本発明の層部材は導電表面を有する。セラミックは重さと弾
道防御の比から考えると、硬い合金より好ましいと考えられる。鋼は弾道の視点からは最
も効果的とは言えないが、固体の鋼ユニットも用いられる。しかし鋼は電磁気的な視点か
らは等しく有効な選択である。機械的および電磁気的な要求性能を同時に満たす他の適当
な材料は全て利用可能である。
【００２４】
　層部材は相互に隙間があるので電気的に絶縁されている。図示のとおり、層を連続的に
貫通し、誘電体母材により満たされた間隙１８が主防御層内に形成される。電磁波の電界
は横向きに分極するので、連続した間隙を通って電波が伝播することを妨害するカットオ
フ効果は存在しない。しかし主防御層の前面および背面の境界面（これらの表面の大部分
は導電性である）の低い実効インピーダンスは、真空のインピーダンスとの著しい相違の
ため、通常低い伝播性をもたらす。
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【００２５】
　レドームの伝播性を改良するため本発明は共振効果を利用する。薄い導電表面内の共振
スロットからなる周波数選択表面は従来技術においても知られており、共振が導電表面を
通る透過率を強め得て、共振周波数では完全な透過率に達することが示されている。本発
明は異なる共振メカニズムに基づく。すなわち層部材の高さ（または主防御層の厚さでも
ある層部材の長手方向主軸の長さ）は、ｈを主防御層の幅、ｎを整数（ｎ＝１、２、３、
…）、λｇを誘電母材内を伝播する電波の波長とすると、式：ｈ＝（２ｎー１）λｇ／２
で与えられる共振条件に厳密に従う。
【００２６】
　追加した誘電層１６は、レドームが周波数バンド内のほとんど全てを透過させるように
するインピーダンス変換器として機能する。以下に述べるように、０．５ｄＢの伝送損失
の垂直入射の典型的な周波数バンド幅は共振周波数値の５％から１５％の変化をする。
【００２７】
　図３Ａ～３Ｆに示される層部材の種々の形状は、主防御層に特定の透過率を伝え、与え
られる弾道防御の程度を決定する。本発明のレドームは図３Ｂ～３Ｆに描かれた幾何学的
形状を含むが、これらに限定されず、縦長のいかなる形状も許容する。図３Ａに示す好適
な実施形態に用いられた円柱形に加えて、図３Ｂに示す正四角柱も正方形格子として表さ
れる周期的配列を形成する。図３Ｃに示す六角柱は三角格子を形成する。図３Ｄに示す片
側に半球のキャップをかぶせた円柱、図３Ｅに示す両側に半球のキャップをかぶせた円柱
は他の可能な実施形態であり、弾道の視点から有用である。さらに図３Ｆに示すように断
面積自体が層部材体の主軸に沿って変化することも可能である。
【００２８】
　層部材の幾何学的形状と、隣り合う部材間の間隔は基本的には弾道を根拠に選択される
。しかしレドームの使用周波数も連続する間隙の幅と層部材の形状に影響されるので、弾
道効率を根拠にすることは限界がある。
【００２９】
　図４に、ここで符号を付して、Ｘバンドの電波周波数に適した本発明の他の好適な実施
態様を示す。図示のように、この好適な実施形態の正方形のレドーム防壁１０は、各々が
円柱形の層部材１４の配列からなる、誘電体層１６の両面に取り付けられた二つの主防御
層１２で構成される。二層の追加の誘電体層１６のうち一層は二重の主防御層構造の前面
に、もう一層は裏面に取り付けられる。
【００３０】
　本発明の他の実施態様においては、薄い一様な誘電体層が上述したような導電性表面を
持った層部材を内部に含む。層部材は誘電体母材中に浸漬される前に、連続する間隙の寸
法と形状を維持しながら堅くしっかり詰め込まれる。参照により本願に援用されるヨーロ
ッパ特許公開公報番号１，３６３，１０１の通り、弾道特性は層部材間の小さな追加の隙
間からは影響を受けない。
【００３１】
　本発明による弾道防御を与えるレドームはどのような表面曲率についても製造可能であ
る。これは適切な金型により、また同様に種々の形状の層部材を利用することにより実現
できる。比較的高い曲率の範囲では、層部材は完全な周期性から多少逸脱することを許さ
れる。しかしそのような逸脱には限界があり、逸脱の程度は使用周波数とバンド幅に関係
する。すなわち隣り合う部材の中心間平均距離からの逸脱が発生する範囲は、寸法にして
数波長を越えてはならない。さらにそのような範囲の合計面積はレドームの全面積の数パ
ーセントより小さくなければならない。
【００３２】
　通常、本発明によるレドームの製造に使用される材料の電磁特性は精度が不十分である
。さらに当該技術に精通した人にはよく知られているように、層部材の寸法およびいくつ
かの電磁特性は製造過程中に変化することがある。したがってレドームの開発過程中にお
いても、また先行生産段階中においても、レドームの使用周波数は要求値からずれること
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が予測できる。その代わりに特定の使用周波数を持つように定められた本発明のレドーム
は、初期値と少し異なる使用周波数を持たせるため再設計しなければならない。本発明に
よる方法は、以下に述べる種々の構成を持つ主防御層を形成する前記の層部材を使用する
ことにより、レドームの使用周波数の調整をおこなう。
【００３３】
　別の実施態様による主防御層の層部材の対の代表的な３通りの構成が図５Ａ～５Ｃに、
ここで符号を付して示される。この実施例の主防御層は複数の層部材の対の平面的な分布
を含む。対をなす部材は同軸で一方が他方の先端上にあり、各々一方は他方の鏡像である
。これらは前もって決められた隙間を空けて置かれ、主軸は主防御層に垂直である。この
ような構成は以後、対をなす層部材構成（ＰＬＭＣ）と呼ばれ、前述の一層からなる主防
御層の部材構成とは異なる。
【００３４】
　図５Ａに、間隔２４Ａだけ離れた一対の層部材の２個の円柱１２Ａが示される。図５Ｂ
に、一端にキャップをかぶせた一対の円柱の、一端にキャップをかぶせた２個の円柱１２
Ｂが示され、間隔２４Ｂだけ離れてそれぞれ一方が他方の鏡像となっている。同様に図５
Ｃにおいて、一対の層部材は間隔２４Ｃだけ離れた円錐台１２Ｃである。このような層部
材の対の間隔は、前述の連続した間隙の幾何学配置を変化させ、その結果共振周波数に影
響を与える。しかし一対の２個の層部材の高さとそれらの間隔の幅の合計である防御層の
幅は前述の共振条件に厳密に従わなければならない。すなわちこの幅は、λｇを連続した
間隙を満たした誘電体材料を伝播する電磁波の波長、ｎを整数とした式、ｗ＝（２ｎ－１
）λｇ／２で与えられるｗの値に厳密に等しくなければならない。しかし層部材の高さは
レドームの弾道特性にも影響を与える。したがって実用上の制限の内で、下記の実施例２
で説明するように、間隔の幅が広いほど使用周波数は低くなるという結果になる。
【００３５】
　本発明の別の好適な実施態様による同じ好適なＰＬＭＣｓが概略的に示された図５Ｄ－
５Ｆに、ここで符号を付す。図５Ｄ－５Ｆに示すように、金属円板２６Ｄ、２６Ｅ、２６
Ｆが各対の２個の部材間の隙間の中間に、部材の対と同軸で挿入される。円板は層部材が
作られるのと同じ材料または異なる材料で作られる。同様に円板は同じ導電材料でめっき
される。円板は対をなす層部材の一方または両方と電気的に絶縁または接触する。したが
って一対の層部材間の間隔幅を変えたり、円板の寸法を変えたりすることにより、連続し
た間隙の幾何学形状が変化し、それにしたがいレドームの使用周波数が実施例２に説明す
るように影響を受ける。
【００３６】
　（実施例１）
　単層の層部材構成を実施した２つの異なるレドームが、本発明の２つの好適な実施態様
により組み立てられる。その内の一つのレドームは図１に示す一層の主防御層を使用し、
他のレドームは図４に示す二層の主防御層を使用する。層部材の高さは特定の共振周波数
に対して前述の共振条件ｈ＝λｇ／２にしたがう。連続した間隙の共振効果により決まる
レドーム設計の制限は図６を参照してより良く説明できる。これは両レドームについて得
られた、共振周波数単位で測定され正規化された使用周波数に対する透過率の典型的なプ
ロットを示す。３０と称するプロットは単層の層構成を表し、一方二層の層構成は３２と
称するプロットで表される。両曲線は共振周波数で同じ透過率を持つように正規化されて
いる。
【００３７】
　（実施例２）
　再び符号を付して図５Ｅに示す、一端にキャップをかぶせた円筒形層部材を用いた代表
的なＰＬＭＣレドームが、本発明の好適な実施態様にしたがって組み立てられる。層部材
の高さはｈ＝０．１８λｇ、層部材の半径は０．１２７λｇである。このようなレドーム
の使用周波数の調整は、対をなす層部材間の隙間の幅ないしは円板の寸法を変えることに
より実現される。この特定の実施例の場合、円板が両方の部材に接しているので隙間の幅
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は円板の高さに等しく、金属円板の直径は０．１０４λｇである。レドームの共振周波数
の約２０％である調整余裕は図７により明らかである。共振周波数単位の測定で正規化さ
れた周波数に対する、いくつかのレドームの透過率のプロットが示されている。これらの
レドームは対をなす層部材の間にある個々の隙間の大きさに関して違いがある。曲線５０
、５２、５４、５６は隙間の大きさがそれぞれ０．１４４ｈ、０．１８０ｈ、０．２１６
ｈ、０．２５２ｈのレドームを表す。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】円柱形の層部材と二層の誘電体層とからなる主防御層を含む、本発明を具現化し
たレドームの一部分を示す等角図。
【図２】非接触の円柱形の層部材の三角格子の周期的配列を示す、主防御層の一部分の前
面断面図。
【図３Ａ】本発明の円柱形の層部材の概略図。
【図３Ｂ】本発明の四角柱形の層部材の概略図。
【図３Ｃ】六角柱の形状を有する、本発明の六角柱形の層部材の概略図。
【図３Ｄ】一端にキャップをかぶせた、本発明の円柱形の層部材の概略図。
【図３Ｅ】両端にキャップをかぶせた、本発明の円柱形の層部材の概略図。
【図３Ｆ】互いに付着した二つの円錐台形状の、本発明の層部材の概略図。
【図４】Ｘバンド周波数に適した、本発明を具現化したレドームの一部分を示す等角図。
【図５Ａ】円柱形の層部材の対からなる主防御層の形状の概略図。
【図５Ｂ】一端にキャップをかぶせた円柱形の層部材の対からなる主防御層の形状の概略
図。
【図５Ｃ】円錐台形の層部材の対からなる主防御層の形状の概略図。
【図５Ｄ】本発明の好適な実施態様による、図５Ａの主防御層の形状の概略図。
【図５Ｅ】本発明の好適な実施態様による、図５Ｂの主防御層の形状の概略図。
【図５Ｆ】本発明の好適な実施態様による、図５Ｃの主防御層の形状の概略図。
【図６】弾道防御を与えるレドームの２つの実施態様の典型的な透過率を示すグラフ。一
つの曲線は一層の主防御層からなるレドームの典型的な透過率、もう一つの曲線は適当な
誘電体スペーサーを有する二層の主防御層からなるレドームの典型的な透過率。
【図７】図６Ｅに示す、対をなす層部材間の種々の間隔長さをもつ、対をなす層部材形状
をもつレドームの正規化周波数に対する典型的な透過率のグラフ。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　レドームの防壁
　１２　主防御層
　１２Ａ　円柱
　１２Ｂ　円柱
　１２Ｃ　円錐台
　１４　層部材
　１６　誘電体層
　１８　誘電体母材により満たされた間隙
　２０　三角格子
　２４Ａ　間隔
　２４Ｂ　間隔
　２４Ｃ　間隔
　２６Ｄ　金属円板
　２６Ｅ　金属円板
　２６Ｆ　金属円板
　３０　プロット
　３２　プロット



(9) JP 2008-507885 A 2008.3.13

　５０　曲線
　５２　曲線
　５４　曲線
　５６　曲線

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】
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【図３Ｄ】

【図３Ｅ】

【図３Ｆ】

【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図５Ｄ】

【図５Ｅ】
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